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0 7 6 1 0 0 6 2 ) 研 究 成 果 蛾 告 1 } ( 研 究 代 表 名 : 畑 山 俊 凱 1 ; ) ,
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明 暗 所 視 中 の 瞬 目 活 動
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者 : 田 多 英 興 ) , 1 9 9 9 イ r  6  打
7
ハ シ ポ ソ ガ ラ ス の * 利 用 行 動 の 学 習 と 伝 播 に 関 す る 研 究
平 成 9  ~ Ⅱ 年 壇 科 学 研 究 鬢 補 助 金 ( 基 篇 研 究 ( B )
四 4 9 0 0 O D  研 究 成 果 縦 告 冉 ( 研 究 代 表 者 :  t ・ 平 義 川 D ,
8
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1. Mod迂ication of pain sensation under EMG biofeedback-contr0Ⅱed condition
Of musde tension in forearm
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心 臓 活 動 と 脳 波 P 3 0 0 潜 時 の 変 化
畑 山 俊 洲 , 山 1 Ⅱ 薪 明 , Π 本 心 邸 学 会 第 四 1 川 大 会 発 表 論 文 染 , 1 3 , 1 9 8 5
痛 み と 対 処 行 動 の 心 理 学 的 基 礎 研 究 ・ 一 痛 覚 閖 の 個 人 差
人 山 正 N ; , 畑 山 俊 削 { , 1 1 1 Π 浩 , Π 人 心 即 学 会 第 4 9 回 大 会 発 表 論 文 集 ,
1 5 6 , 1 9 部
S t r e s s  i n  t e c h n o c r a t i c  s o c i e t i e s :  a  r e a p P 松 i s a l
D o u c h a m p s ,  J .  a n d  H a t a y a m a ,  T .  T h e  1 2 t h  c o n g r e s s  o f t h e  l n l e r n a t i o n a ]
S o d e t y  f o r  R e s e a r c h  o n  c i v i l i z a t i o n  D i s e a s e s  a n d  E n v i r o n t n e n t , 2 5 , 1 9 8 6
美 粧 行 為 の 心 即 的 効 果 に 関 す る 価 究 ・ ( 2 ) 脳 波 指 標 と 質 問 紙 の 結 果
山 田 酔 刈 } , 鈴 木 ゆ か り , 畑 山 俊 輝 , Π 本 心 卸 学 会 第 5 0 1 可 大 会 発 表 論 文 染 ,
3 0 5 , 1 9 8 6
美 耕 行 為 の 心 即 的 効 果 に 1 刈 す る 研 究 ( 3 ) 1 脈 拍 指 標 の 結 果 と ま と め
畑 1 1 1 俊 洲 , 山 田 島 明 , 平 1 Ⅱ 忠 , 丸 山 欣 哉 , 臼 人 心 理 学 会 第 5 0 1 川 大 会 充 太
論 文 4 1 , 3 0 6 , 1 9 8 6
催 眠 法 に よ る 痛 み の イ メ ー ジ ・ コ ン ト ロ ー ル
人 1 1 1 正 博 , 畑 山 俊 洲 , 1 1 ' ヲ N 川 代 子 , 日 本 心 田 E γ 会 第 5 0 回 人 会 発 表 論 文 然 ,
7 4 0 , 1 9 8 6
美 耕 行 為 の 心 理 学 的 効 果 に 関 す る 研 究 Ⅱ ( 1 ) 問 題 , 力 法 お よ び 行 動 観 察
畑 山 俊 洲 , 丸 Ⅱ 1 欣 哉 , 、 γ ・ 川 忠 , 日 本 心 J 甲 学 会 第 5 1 [ 川 大 会 発 太 論 文 条 ,
3 9 8 , 1 9 釘
美 耕 行 為 の 心 即 的 効 果 に 関 す る 研 究 U  - ( 3 ) 質 問 紙 と 作 粲 検 査 の 結 果 と ま と め
1 」 _ 1 1 Π 暁 1 明 , 汀 , 士 英 ・ , 畑 1 1 1 俊 輝 , Π 本 心 即 学 会 第 5 1 1 川 大 会 充 表 論 文 染 ,
4 0 0 , 1 9 8 7
痛 み 感 に 及 ぼ す 表 估 表 出 の 効 果
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Ⅱ 5 , 1 9 8 7
幅 射 熱 刺 激 に よ る 突 験 痛 に お よ ぼ す D i s t r a c t i o n  の 効 果
畑 ル _ 1 俊 洲 , 大 山 正 博 , Π 本 心 邪 学 会 第 能 1 0 1 大 会 発 表 論 文 条 , 剖 7 , 1 9 8 8
幅 射 熱 刺 激 に よ る 実 験 痛 に お よ ぼ す  D i s t r a d i o n  の 効 果 ( 2 )






























































φ 品 射 熱 刺 激 に よ る 痛 み の 実 験 的 研 究 a )  1 干 観 的 評 価 と の 関 連
人 山 1 モ 愽 , 川 多 英 興 , 加 藤 鯲 二 , 畑 山 俊 洲 , 臼 本 心 N 学 会 第 郭 1 川 大 会 発 表
' 兪 文 架 , 4 2 4 , 1 9 9 1
幅 射 熱 刺 激 に よ る 痛 み の 災 験 的 研 究 ( 1 )  2 脳 波 ト ポ グ ラ フ に よ る 検 ■
Ⅲ 多 英 興 , 人 1 1 1 正 博 , 加 際 健 _ ニ , 畑 Ⅲ 1 俊 抑 ,  H 本 心 卯 学 会 第 5 5 1 川 人 会 発 表
論 文 染 , 4 2 5 , 1 9 9 1
ホ 岳 射 熱 刺 激 の 脳 波 に 及 ぼ す 効 果
淌 水 加 代 f , 畑 山 俊 却 , 大 山 I F M 、 Ⅱ 1 多 英 興 , Π 本 , 冬 痛 学 会 誌 , 6 , 1 9 9 1
4 嚇 射 熱 刺 激 に 対 す る 感 覚 比 、 答 特 竹 の 分 析 ( 1 D  環 境 1 品 疫 の 影 刈 に つ い て
1 献 信 雄 , 畑 山 俊 娜 , 人 山 正 脚 , 東 北 心 N ! 学 研 究 , 4 2 , 1 9 , 1 9 9 2
高 l m 圧 1 ヨ 然 発 1 市 ラ ヅ ト ( S H R ) の オ ー プ ン フ ィ ー ル ド 行 動
佐 滕 俊 彦 ,  1 占 水 加 代 ・ f , 畑 1 Π 俊 洲 , 東 北 心 1 Ψ 学 研 究 , 4 2 , 2 0 ,  1 9 兜
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t a n e o u s l y  h y p e r t e n s i v e  t a t ?
H a t a y a m a ,  T . ,  s a t o ,  T . ,  a n d  s h i m i z u ,  K . 1 π i ι 1 π 四 h ' 0 π a l / ' 0 I U ' π α 1  0 j p s ) , 、
d l 0 1 0 宮 ' ) , , 2 7 , 4 1 7 , 1 9 9 2
高 血 圧 自 然 充 症 ラ ッ ト ( S H R ) の 逃 避 行 動 1 ン 件
宮 崎 帝 夫 , 仏 1 樹 安 彦 , 沽 水 加 代 、 f , 畑 1 1 1 俊 輝 , 東 北 心 N 学 研 究 , 心 , 2 7 ,
1 9 9 3
ラ ッ ト の 個 体 発 牛 過 郡 に お け る 血 ル 変 動 食 塩 投 ケ ・ の 効 果 と 休 重 変 化 と の 1 刈 係
佐 藤 俊 彦 , 宮 崎 、 竜 夫 一 沽 水 加 代 子 , 畑 山 俊 加 , 東 北 心 J 」 動 学 研 究 , 4 3 , 2 8 ,
1 9 9 3
ラ ヅ ト の オ ー プ ン フ ィ ー ル ド に お け る 反 応 1 喚 起 刺 激 圖 の 活 竹 化 効 果 の l b 殴
佐 藤 俊 彦 , 宮 崎 _ 章 夫 , 畑 山 俊 刈 i , 日 木 心 Ⅷ E 学 会 第 5 8 1 川 大 会 発 太 論 文 架 ,
5 3 2 , 1 9 9 4
T h e  e H e c t  o f  f a d a l  m a s s a g e  o n  s u b j e c t i v e  a r o u s a l
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ラ ヅ ト の 血 辻 水 準 と オ ー プ ン フ ィ ー ル ド に お け る ・ 般 活 動 性
宮 崎 市 夫 , 佐 藤 俊 彦 , 清 水 加 代 ・ f , 畑 山 俊 娜 , 柬 北 心 即 学 研 究 ,  U , 1 ,
1 9 9 4
ラ ヅ ト に お け る 条 件 忰 抑 制 の 消 去 過 秤
ダ 部 妖 俊 彦 , 宮 崎 章 火 一 冶 水 加 代 f , 畑 山 俊 洲 , 束 北 心 即 学 研 究 ,  U , 2 ,




























A丘ective din]ension of thermal sensations to transient heating































高 l f Ⅲ 上 ラ ッ ト ( S H R ) の 受 動 印 1 避 h 動
畑 1 Π 俊 輝 ,  U , ヨ 峠 俊 彦 , 荒 川 礼 行 , 東 北 心 即 学 研 究 , 4 7 , 5 7 , 1 9 9 7
噌 好 ム ム 遼 択 h 動 を 規 定 す る 要 W の 分 析  1 1 常 の 気 分 の 状 態 が 1 嘴 好 品 選 択 行 動
に 及 ぼ す 影 矧
金 地 美 知 彦 , 知 " Π 俊 娜 , 東 北 心 N 学 研 究 , 4 7 , 印 ,  1 9 9 7
先 行 感 恬 が 後 統 感 情 の 絲 験 ・ 表 出 に お よ ぼ す 効 果
宮 崎 竜 大 , 畑 1 1 1 俊 娜 , 東 北 、 ^ 田 1 ! 学 研 究 , 4 7 , 6 1 ,  1 9 9 7
S H R の 移 動 活 動 に 及 ぼ す 降 庄 刑 カ プ ト プ リ ル の 効 釆
佐 1 餘 俊 彦 , 如 Ⅲ 1 俊 洲 , 日 人 ' 亡 、 j 甲 学 会 第 6 2 1 川 人 会 充 表 , 命 文 4 ι , 4 6 4 ,  1 9 9 8
悲 し み . 抑 畿 又 U ) の 修 復 過 科 冉 び と り ラ ヅ ク ス の 効 果
' 宮 崎 苧 大 , 畑 山 俊 娜 , Π 本 心 卯 学 会 第 6 2 1 叫 人 会 発 表 論 文 条 , 怖 6 , 1 9 9 8
高 活 動 傾 向 者 検 出 の 簡 約 版 , i 、 r 定 尺 度 の 検 ' 、 1
畑 山 俊 都 , 宮 崎 帝 夫 , 大 橋 制 牛 射 , 口 人 心 N 学 会 第 6 2 1 ・ 1 大 会 発 太 ' 倫 文 葉 ,
9 8 4 ,  1 9 9 8
飲 油 を 規 定 す る 内 的 ・ 外 的 要 1 川 の 検 , i 寸 飲 湘 効 果 の 川 1 1 ! 」 ・ , 飲 油 に ヌ 寸 す る 態 皮
と  1 ・ 観 的 規 範
金 地 美 知 彦 , 幻 Ⅲ " 俊 洲 , 東 北 心 理 学 研 究 , 4 8 , 舵 ,  1 9 9 8
血 1 上 降 卜 薬 カ プ ト プ 1 J  ル 投 ケ . に よ る 商 l m ル 自 然 発 症 ラ ヅ ト ( S H R ) の 移 動 1 円
動 の 変 化
佐 藤 俊 彦 , 沽 水 加 代 f , 畑 山 俊 洲 , 東 北 心 j 甲 学 研 究 , 4 8 . 6 9 ,  1 9 9 8
ラ ッ ト の 災 験 的 痴 反 応 削 創 の 問 題
如 Ⅲ 1 俊 洲 , 佐 心 俊 彦 , 沽 水 加 代 f , 東 北 心 卯 学 研 究 , 4 8 , 7 0 , 1 9 9 8
白 律 糾 1 経 鄭 遮 断 薬 が S H R の 移 動 活 動 に 及 ぼ す 効 采
仏 り 誤 俊 彦 , 畑 Ⅱ 1 俊 洲 , Π 本 心 j 甲 学 会 第 6 3 1 川 人 会 充 太 論 文 架 , 2 2 8 , 1 9 9 9
嫌 恕 ' 打 態 で の 身 休 活 動 に 及 ぼ す 斉 楽 の 効 果
畑 山 俊 洲 , 仏 ル 剣 麦 彦 , Π < 心 皿 学 会 第 6 3 1 川 人 会 発 表 倫 文 集 , 7 8 7 , 1 9 9 9
飲 油 を 規 定 す る 内 的 . 外 的 変 因 の 検 ふ 1 ( 2 ) -  s e 船 a t i o n  s e e k i n g  と 飲 泗 行 動 と
の 1 渕 速 ・ ー
金 地 美 知 彦 , 畑 1 Ⅱ 俊 娜 , 東 北 心 d ! Ⅱ 、 1 研 究 , 4 ) , 2 5 , 1 9 9 9
S H R の 活 四 庁 民 こ 及 ぼ す ニ カ ル ジ ビ ン の 効 果 ( Ⅱ )
佐 藤 俊 彦 , 沽 水 加 代 f , 畑 1 1 1 俊 却 , 東 北 心 廻 学 研 究 , 四 , 6 1 ,  1 9 9 9
S H R  の 活 動 竹 . の 及 ぼ す ニ カ ル ジ ビ ン の 効 果 ( Ⅲ )





























Blood pressurc leve] as a detenninant of the locomotor actlvlty ln spontane・
Ously l〕ypa、tensive rat(SHR)

































血 接 場 而 で の 両 水 の 効 果 ・ 呼 吸 , 休 動 で の 検 肘
畑 山 俊 苅 i , 樋 口 貴 広 ,  1 上 司 健 , 牛 , Ⅱ 、 L ゛ 曼 デ と 粘 神 牛 理 学 , 1 9 , 3 ,  1 1 9 ,
2 0 0 1
幼 児 , 児 竜 の 感 覚 運 動 , 凋 節 過 程 ( 1 ) 幼 児 の タ ッ ピ ン グ 動 作 の 嗣 節
畑 山 俊 苅 i , 大 関 信 隆 , 畑 山 み さ ・ f , 日 本 心 ' 吸 1 会 第 備 1 川 大 会 発 太 論 文 条 ,
6 3 7 , 2 0 0 1
幼 児 , 児 童 の 感 覚 運 動 嗣 鄭 過 程 ( 2 ) 充 述 障 筈 児 に お け る 比 敕
大 関 佶 隆 , 畑 山 俊 娜 , 畑 山 泳 さ 子 , 日 本 心 卯 学 会 第 6 5 回 人 会 充 表 論 文 条 ,
6 3 8 , 2 0 0 1
学 牛 ト ラ イ バ ー の 速 度 1 1 , 1 1 御 の 佃 人 差 ( 2 )
釡 地 美 知 彦 , 畑 山 俊 洲 , 日 本 心 即 学 会 第 備 1 川 人 会 発 表 論 文 集 , 8 9 9 , 2 0 0 1
学 牛 . ド ラ イ バ ー の 運 転 速 度 と , 迎 怯 中 の * 故 懸 念 ・ 牛 皿 的 活 動 の 対 虻 、
金 地 美 知 彦 , 北 村 康 松 , 畑 山 俊 都 , 牛 仰 心 卯 学 と 粘 料 ν I J 甲 学 , 2 0 , 2 , 9 6 ,
2 0 0 2
面 接 場 向 で の 霄 り の 効 果 ( 2 ) ・ 休 動 で の 検 肘
畑 U 1 俊 輝 , 庄 " ] 健 , 樋 Π 貴 広 , 牛 理 心 N 学 と 粘 神 牛 即 , γ , 2 0 , 2 , 1 0 7 ,
2 0 0 2
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H a t a y a m a ,  T . ,  H i g u c h i ,  T . ,  a n d  s h o j i ,  K .  r h 四  1 2 が I  C 0 π j ι 1 ' ι π ι ι , 1 j l i ι J ' π α ・
h ' 0 π α I  S O C I ' ι t y  j 0 1 '  R ι S ι α π h  0 π 五 " 1 0 h ' 0 π , 2 0 0 2
高 活 動 傾 向 児 の 動 作 竹 性 に つ い て ( 3 ) ・ ・ 蝕 常 児 に お け る 検 討
大 関 信 隆 , 畑 山 俊 都 , 畑 1 1 1 み さ f , 川 村 桑 子 , 東 北 心 J 甲 学 州 究 , 5 2 , 2 7 ,
2 0 0 2
感 覚 運 動 忰 同 期 動 作 の " 寺 1 山 調 節 ( 1 ) ・ ・ ・ 側 定 器 具 の 試 作 と 検 討
畑 山 俊 洲 , 菊 池 奈 緒 f , 畑 1 Π み さ f , 東 北 心 理 学 研 究 , 5 2 , 4 7 , 2 【 川 2
感 覚 運 動 性 同 期 動 作 の 時 岡 調 節 ( 2 ) 一 幼 児 へ の 適 則




















Lie-detection through the poly即'aph: The e丘ects of the stimulation test

















Evaluation of Japa11ese c011ege students with ADHD-related problelns



















幼 児 の ク リ ヅ ク 斉 逃 鋤 唖 I J 竹 剖 貿 m こ 及 ぼ す ア ラ ウ ザ ル 因  f の 影 刈
畑 Ⅲ 1 俊 都 , 釡 地 美 知 彦 , 北 村 康 宏 , Π 本 感 仙 ' L 寸 甲 学 会 第 Ⅱ 川 大 会 , 2 0 0 3
自 動 , 山 小 転 時 に お け る ' D 拍 と 瞬 目 の 変 動 ト ラ イ バ ー に 影 判 を ' i え る 作 業 負
荷 の 検 村
北 村 j 遵 宏 , 畑 山 俊 娜 , 央 北 心 四 ! 学 研 究 , 5 3 ,  1 7 , 2 0 0 3
皮 j 阿 心 気 活 動 と 粘 神 竹 発 汁 の 励 ' 神 牛 1 1 ! 学 的 研 究 粘 神 竹 充 汀 1 北 W 仂 艸 寺 の S P R
波 形 変 化
1 1 1 人 1 " t ι 1 、 如 Ⅲ 1 俊 洲 , 東 北 心 , 1 ト ニ t 研 究 , 5 3 ,  1 8 , 2 0 0 3
白 往 聚 1 峅 東 法 の 災 施 に 仟 う 牛 H ! ・ ' 心 j 甲 的 変 動 ( 2 ) ' 心 " ! 効 果 の , 貳 l j 捌 変 動
佐 1 佳 俊 彦 , 知 Ⅲ 1 俊 洲 , 東 北 心 ゛ 1 1 ! " 1 研 究 , 5 3 , 4 5 , 2 0 0 3
P o l y g r a p h  t e s t s :  s u b j e d ' s  c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  a u t o n o m i c  i n d i c e s
T h o n n e y  J .  a n d  H a t a y a m a , 1 . 東 北 、 亡 、 1 Ψ 学 研 究 , 5 3 , 4 7 , 2 0 0 3
幼 児 の ク リ ッ ク 育 追 跡 四 并 午 ' 湖 鄭 ( 1 ) フ ィ ー ト バ ッ ク 制 御 の 役 削
知 Ⅲ 1 俊 娜 , 菊 池 奈 緒  f , 畑 1 1 1 み さ  f , 東 北 心 即 、 1 研 究 , 5 3 , 7 6 , 2 0 0 3
幼 兇 の ク リ ヅ ク ; 千 迫 跡 四 バ 午 岡 節 ( 2 ) ' i Ⅱ 売 述 と の 関 迎
菊 池 奈 緒  f , 知 1 Ⅱ 1 俊 劃 ; , 畑 山 み さ  f , 東 北 心 N . 学 ω ド 究 , 脇 , フ フ , 2 0 0 3
霄 水 仙 用 が 表 出 行 動 に 及 ぼ す 影 刈 : 霄 り の 効 火 と 化 耕 行 為 の 効 果 の 検 "
北 村 身 t 広 , 樋 Π 貰 広 , ル " 1  健 , 川 Π 淹 ' , ど , 畑 山 俊 輝 , Π 人 ' 亡 小 1 ! 口 を 会 第 6 7
1 ・ 1 人 会 充 ● ξ 論 文 条 , 7 3 1 , 2 0 0 3
幼 児 の 感 覚 迎 動 竹 打 叩 の 発 逑
都 1 山 俊 洲 , 畑 1 1 1 み さ  f ・ , Π 本 ' じ 寸 甲 学 会 錦 6 7 1 " 1 大 会 売 太 諭 文 条 , 1 1 3 3 , 2 0 0 3
ド ラ イ バ ー の 小 . 岡 距 凱 制 御 の 個 人 1 と り ス ク 知 覚
釡 地 美 会 山 多 , 北 村 康 宏 , 畑 U 1 俊 却 , Π 本 心 ゛ 1 ! ツ ^ 会 第 6 7 1 ・ 1 大 会 発 太 論 文 集 ,
1 2 7 6 , 2 0 0 3
幼 児 の ク リ ッ ク 音 追 跡 四 H 乍 , 剣 節 ・ ' 誥 発 逹 と の 関 迎
菊 池 奈 締  f , 畑 1 1 1 み さ  f , 畑 1 1 1 俊 洲 ,  H ネ ; 充 辻 心 J 甲 学 会 m 1 5 1 ・ 1 人 会 充 太 諭
文 染 , 3 3 9 , 2 0 0 3
再 水 仙 用 が % 上 活 」 昜 血 で の 人 出 h 動 に 及 ぼ す 影 饗 に つ い て
樋 Π 貴 広 , 庄 河 健 , 川 口 澁 危 { , 釡 地 芙 知 彦 , 鈴 人 美 柚 , 畑 山 俊 柳 , 感 仙
心 1 甲 学 研 究 , 1 1 ( D , 3 6 , 2 0 0 4
ト ラ イ バ ー に 影 瓣 を ケ ・ え る 作 業 負 荷 の 検 ' i 、 1  1 即 的 , 行 動 的 変 化 か ら
北 村 康 松 , 畑 1 1 1 俊 都 , 確 f 估 縦 通 イ , 1 学 会 人 会 , 2 0 0 4
再 水 が ケ え る 長 期 的 な 対 人 効 采 の 検 村
北 村 康 陸 ξ , 樋 Π 貰 広 , 庄 " 】 健 , 川 Π 流 1 「 ゛ 灯 1 Ⅲ 1 俊 洲 , Π 人 感 M 心 d Ψ 学 会
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The TAT and the po]ygraph






The e丘ects of perfume on long-term retention
Kitamura, Y., Higud〕i, T., shoji, K., Taguchi, S., and Hatayama, T. The


























行 動 強 度 調 整 器 と し て の 循 環 器 系 活 動
如 Ⅲ _ 1 俊 却 , 東 北 C 田 E 学 会 錦 5 1 1 川 人 会 ヰ ! j 別 ; " 薊 , 東 北 心 皿 学 研 究 , 4 7 , Ⅸ 一
X , 1 9 9 7
霄 り の 感 佑 的 効 果
畑 山 俊 洲 , 日 本 基 礎 心 皿 学 会 フ ォ ー ラ ム 「 快 適 竹 を め ぐ っ て 」 , 枯 礎 心 郡
学 研 究 , 1 8 , 1 0 7 - 1 1 2 ,  1 9 9 9
香 り の 心 理
畑 1 1 _ 1 俊 洲 , 東 北 大 学 機 械 系 1 司 窓 会 " 易 リ 講 演 , 1 9 9 9
感 恬 の 社 会 先 即 心 皿 学 ・ ・ 環 境 と h 動 と を ぢ ぇ る
畑 山 俊 洲 , 昭 和 女 子 大 学 浮 き 殊 研 究 誹 ル 」 講 演 , 2 0 0 1
感 情 へ の ア プ ロ ー チ ・ ・ 霄 り 研 究 の 経 験 か ら
畑 山 俊 苅 { , 「 感 估 心 理 学 の 理 論 を 求 め て : ミ ド ル か ら の 捉 起 」 , 日 本 感 恬 心






解 説 , 評 論 等
1 .  E E G , 感 覚 遮 断 ,  h 動 な ど 2 4 項 目 執 m l
畑 山 俊 洲 , ( 北 村 畔 i 朗 監 1 参 「 ' 心 郡 学 小 辞 典 」 ) , 恊 同 1 " 版 , 1 9 7 8
2 . イ メ ー ジ 操 作 と 痴 み の 緩 利 痛 覚 鬮 測 定 * ' 態 で の 検 詞
畑 Π 1 俊 都 , ( 水 Π 公 佶 ,  1 1 1 中 祥 男 編 「 現 代 の エ ス プ リ 痛 み の 世 界 」 ) ,
至 文 堂 , 2 6 8 , 1 5 1 - 1 6 1 , 1 9 8 9
3 . 感 佑 の 測 定
畑 山 俊 輝 , ( 高 木 修 監 修 「 被 服 と 化 耕 の 村 . 会 心 理 学 」 コ ラ ム ) , 北 大 路 i 1 1
房 , 9 8 , 1 9 9 6
4 . 感 佑 の 教 育
畑 1 川 麦 洲 , ( 行 1 ' h 贇 女 , 川 ヰ リ 戚 隆 編 「 心 j Ψ 学 名 ' が 語 る 心 の 教 介 」 ) , 災 務 教
介 出 版 , 1 4 - 1 7 , 1 9 9 9
5 . 脳 の 性 斧
畑 1 1 1 俊 削 i , ( 中 島 綻 明 , 繁 桝 算 旦 } , 箱 Ⅲ 裕 " 1 編 「 斬 ・ 心 邪 学 の 基 礎 知 識 」 ) ,
有 斐 鬨 , 2 5 6 , 2 0 0 5
そ の 他
1 . 心 拍 計 マ 則 シ ス テ ム の 制 御 と デ ー タ 処 郡 の 一 例
畑 山 俊 輝 , 心 理 学 ラ ポ ラ ト リ ・ コ ン ピ ュ ー タ 研 究 会
ト  1 , 6 7 ー フ 1 , 1 9 8 2
テ ク ニ カ ル ・ レ ポ ー
Ⅶ .
2 感情の社会牛j甲心理学
畑山俊洲,白茗をi吾る心J↓1卜γワールト 19,36,2002
Π本認定心凹!上会北海通・東北支部第一・1川研修会都告
畑111俊脚,Π本認定心皿上会ニューズレター 4,4,20船
Π本認定心即上会北海通・東北支部第二回研修会桜告
畑山俊都,阿割請屯・,多変蹄解析をどう使うか,Π本認定心理・上会ニュー
ズレターフ,4,2004
Π本'認定心N [:会北海遊・東北支部第五回研修会娥告
畑111俊洲,阿剖沫屯・',基礎心理学のストラテジーー W常問題の解泱に恂
けて日本認定心理・{:会ニューズレター 9,45,2004
1主1再を1捫す呑り
畑山俊薊i,1PA ニュース 11,4-5,2004
4
5
6
21

